
 
 

 

 

 

 

三木市避難所開設・運営計画  
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ボランティア

参加

募集

・先遣隊、支援
隊派遣

・ボランティア
募集支援

・ボランティア
募集数の連絡

市社会福祉協議会
災害ボランティアーセンター

避難所
・避難者の受入れ、名簿作成
・救援物資の仕分け、配給
・食料、飲料水の配給
・炊き出し支援　など

要請 派遣

・被害情報の
報告

ボランティア受け入れに関する関係機関との連携

県災害対策本部
県社会福祉協議会

ひょうごボランタリープラザ

市災害対策本部



 

15 
 
 



 

16 
 
 



 

17 
 
 

１．開設指示

２．避難所開設

３．避難者受入

４．避難所運営

５．避難所の統廃合

１．対策本部長が避難情報を発令したとき
２．市域に震度５弱以上の地震がおきたとき
３．自主避難が開始されたとき
４．警察官、自衛官、知事又はその命を受けた職員が避難の
指示を行ったとき

１．施設の開錠
夜間・休日に開設の必要が生じた場合は、施設管理者又は指定要員は、直
ちに担当する施設を開錠する。
２．施設の安全確認
施設を開錠したものは、施設の安全確認をした後、避難者を施設内に誘導
する。

安
全
確
認

危険
１．避難所が危険と判断した場合
福祉班長と連絡調整し、他の安全な避難施設へ誘導する。

１．避難所が安全と判断した場合

福祉班長へ、避難所開設報告し、必要に応じて、応援職員の派遣を依頼する。

福祉避難所へ移送
１．避難者の状況により、必要に応じて福
祉避難所へ移送する。

１．避難収容については、常に避難者に協力を求めること。
２．収容場所は、原則として地域単位として、避難した住民を誘導し収容する。
３．避難者名簿の作成
４．スペースの指定の表示方法については、床面に色テープ、掲示等わかりや
すく努める。
５．なるべくトイレに近い位置に要援護者専用スペースの確保に努める。
６．学校等の施設においては、避難者に開放する区域を明確にする。

１．避難所運営は、施設管理者及び指定要員が中心となり、教職員や自治
会、自主防災組織、ボランティア等と協力して行う。
２．避難が長期にわたる場合、避難者で避難所運営委員会を設置し、運営
責任者は、避難者の中から選任する。

１．避難所の利用が長期化し、避難所によって、避難者
数にバラツキが出るなどした場合は、避難所の統廃合を
図る。その際、避難者に対して十分に説明をし、理解と
協力を得る。

一般避難施設開設・運営
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１．開設指示

２．避難所開設

３．避難者受入

４．避難所運営

５．避難所の統廃合

１．一般の避難所開設指示が出され、福祉避難所の開設
が必要と予測されるとき

１．開設する福祉避難所の選定
災害の規模（避難者の種別・態様・数等）から開設する避難所を選定する。
状況により、民間の社会福祉施設への一時入所も検討する。
２．施設の開錠
夜間・休日に開設の必要が生じた場合は、施設管理者は、直ちに担当する
施設を開錠する。

３．施設の安全確認（建物、ライフライン等）
施設を開錠したものは、施設の安全確認をした後、避難者を施設内に誘導
する。

安

全

確
認

危険
１．避難所が危険と判断した場合
福祉班長と連絡調整し、他の安全な避難施設へ誘導す
る。

１．避難所が安全と判断した場合
避難者の態様・種別に基づき、人材を確保する。

１．避難者名簿の作成
住所･氏名･性別･年齢等
２．人材配置
避難者の態様・種別に基づき、人材を配置する。

１．避難所運営（施設管理者及担当者）
行政との連絡調整、避難者の相談窓口、ボランティアとの調整を行う。

１．避難者数にバラツキが出るなどした場合は、避難所の統廃合
を図る。その際、避難者に対して十分に説明をし、理解と協力を
得る。

福祉避難施設開設・運営
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今後とろう

その他

とする処置

実人数
　　　　人

女
高齢者・障がい者・傷病者・妊産婦
・乳幼児・外国人・その他（　　　　）収容人数

既にとった
処置

要援
護者

要援護者の種類
（該当するもの全てに○）

計 一般

内
訳

男
高齢者・障がい者・傷病者・妊産婦
・乳幼児・外国人・その他（　　　　）

内
訳

男
高齢者・障がい者・傷病者・妊産婦
・乳幼児・外国人・その他（　　　　）

実人数
　　　　人

女
高齢者・障がい者・傷病者・妊産婦
・乳幼児・外国人・その他（　　　　）

避難所開設
職員氏名

ボランティア
の必要性

有（　　　　　人）／無

No.
避難状況報告書

開設時間 月　　　日　　　時

避難所名

報告日 日　現在

避難所管理
責任者氏名

ボランティア
の現状

有（　　　　　人）／無
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人

(フリガナ)

備 考

※ この避難所にいる方の氏名を書いて下さい。

※ 備考欄には、自宅の状況（帰宅できる常態かどうか）や家族の健康状態など特筆する
ことがあればご記入して下さい。

氏　　名（フリガナ） 生 年 月 日 血液型

氏名（世帯主または代表者）

電話番号／緊急連絡先 災害伝言ダイヤルへの登録

有　　／　　無

家　族

住　　所

避 難 者 数

避 難 者 カ ー ド（家 族）



 

24 
 
 



 

25 
 
 

 



 

26 
 
 



 

27 
 
 



 

28 
 
 



 

29 
 
 



 

30 
 
 



 

31 
 
 



 

32 
 
 



 

33 
 
 



 

34 
 
 



 

35 
 
 



 

36 
 
 



 

37 
 
 



 

38 
 
 



 

39 
 
 


